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U
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靂
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国
二
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吟
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》
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巨
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巳
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三
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導
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●
瀞

野

鯉

評
配

．

實
驗
遺
傳
學
』

（

再
版
）

初

版
よ

り

紙
數
が
二

罰

亠

力

堆四
し

れ
o

昌
憂

異
に

關
寸

ろ

事
柄
が
冂

取

も

多

く

書
吾・
加皿
へ

て
あ

る
。

圖
7
も

〃

コ

ゥ

サ

ウ

の

雜
種
の

美

し
い

三

色

版
な
初

め

と

し

て

蝕
程

檜

し
六
。

書
物
の

孅
裁
も

す
つ

と

良
く

な
つ
イ

、

居

る
。

初
版

は
某
專
問
學

校

で

教
科
書
に

用

ゐ

六

と

い

ふ

事
で
あ

る
。

　
ロ

ー
マ

字

と

い

ふ

世

問
の

人
々

に

讀
み

悪
い

交

字
で

書
か

れ

六
に

拘
ら

す、

評

判

が

良
く
て

賣

れ
う

と

い

ふ

事
は
、

著
者
の

技

齲

と

此

書
の

出

來
榮
を

示

す

第
一

の

證

撮
で

あ
ろ

と

思

ふ
。

（

定

價
一

圓

五

十

錢
、

郵
租
八

錢
。

本

擲
區

曙

町

十
一

番
地

。

日

本
の

ロ

ー
マ

孛

託

發
行。
）
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駒

井

　
卓
）

●
驪

辮
黜

同

ダ

ー

ヰ

ン

の

進
化
論
』

　
予
輩
の

寺
尾

氏
の

交

章
に

初

め

て

接
し

六
ろ

は、

矢

野
理

擧
士

が、
『

博

物
の

友
』

な

經
營
し

居

り
し

頃

に

始

ま
る

。

其

際
、

該

誌
L
に

表
に
れ

れ

る
、

寺

尾

氏
の
『

ビ

ー
グ

〃

』

號
世

界
周

遊
地
の

蘇

譯

な

讀
み

て、
當
時

は

學
生

れ

り

し

執

筆
者
の
、

異
彩
な

放
て

る

オ
筆
に

驚
嘆
ゼ

ざ

る

能

は

ざ

り
し

か

記

憶
す
。

爾
來

幾
年
、

其

當
時

に
ダ

；
ヰ

ソ

も
『

ビ

ー
グ

〃
』

號

時

代
の

も
の

を

讀
み

耽

り
六

る

氏

も、
最

早
立

派
な
る

動
物
學
者
に

向
上

す

れ

ば、
『

周

遊

記
』

も

共
に

歩
な

遒
め

て
、

進
化

論

と

な

ら

ざ
る

な

得

す
。

而

し
て

其
間
に、
氏
の

蘊
蓄
は
釜

深

く、

文

彩
は

慰
燦

爛
ぬ

う

か

加
へ

て
、

其
腦

底
に

秩

序
正

し

く
積
み

上

げ
六
る

材
料

な

巧

み
に

淌

化
按

排

し

て

此

小

班

子

な

作

り
上

げ
れ
る

手

際
甚
だ

鮮
か

に
、

自

ら

進
化

論

な

辯
護
す

。
へ

き

立

塲

に

ゐ

り
ず

、、

兎

角
に

其
渦
中
に

卷

込

豪
れ

易
き
を

避
け

、

終

始
、

冷

静
な
る

第
三

者

と

し

て

逕

化

論

な

撹
朔
紹

介
す

る

態

度
と

方
針
と

な

失

11
す

。

面

も
注

意
し

て
、

六

ケ

敷

學
名
や

英

名
り

生

物

な

引

合
に

出
す

な

愼
み

索
れ

ば
、

苟

く

も
小

學
程

度
の

魯

通

教
育

か

受
け

れ

ら

ん

人
々

に

は、

誰
人

に

も

讀
み

得。
へ

く、
　
又

讀
ま

し

め

て

弊
害

な

醸

す

憂

も

な

く、
ム
囗

點
ゼ

し
め

得

ざ
ろ

點

も

な

し
．

そ

れ
に

、

定
價
が
、

『

ア

カ

ギ

叢
覓
日

』

の

第

十

編

と

し

て、

僅
に

十

錢
に

過
ぎ
 

さ

る

も
の

な

り
と

い

へ

ば
、

如

何

な

る

階旧
級

、

如

何
な

ろ

座

活
の

人
に

て
も

求
め

得
ざ
る

程

の

も
の

に

も
あ

ら

す、

す
べ

て

の

點
に

於

て、
　

國

民

的

な
る

邦
交
0
進

化
論
の

本

乏

い

は
こ

、

予
輩
11
先
づ

此

書
な

薦
め

れ

し

と

思
ふ

。

へ

五

四

　

本
書、

ボ

ケ

ツ

ト

型
八

＋

六

頁
の

小

册

子、

遘
化

諭

に

對
す

ろ

證

據
よ

り

諡

き
始
め

て
、

ダ

辮
図
設
の

大

要

に

及

ぼ

し、

絡
り

に
、

　
ダ ．

当
の

小

傳
な

副
へ

て、

此

偉

人
の

事

業
と

性
格
と

も

明
か

に

ぜ

る

も
の

な
り

。

著
者
り

序

言
に

よ

れ

ば
、

此

原

稿
は

、

筆
認

者
に

ロ

授
し
て

清
書
ぜ

し

め

し

も
の

ζ

如

き

が、

成
程
、

地

は

寺

尾

氏

獨

特
の

文

章
に

て

も、

其
問
に

講

演

口

調
の

見

ゆ
る

は
面

白

し
。

但
し

單
に

講
演

と

し

て

見
る

も、

齒
の

如

く

朋
快

整

然
六

る

演

詮

に
少

か

ろ

べ

し。
（

六

月
、

麹
町

三

番
町

五

十
、

赤

娥

書

店
發
行

。．

定
價

十

錢
。

郵
税
二

錢
。

）

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　
（

永
澤

六

郎
）

●

崑
蟲
學
雜
誌
』

第
二

號

箜

簪
等
れ

驀
く
べ

き

簧

善
ぜ

ら

れ
六

り
。

こ

れ

な

ら
ぼ
、

此

誌

第
一

號
に

對

す

る

予

輩
の

妄

評

に
、

最
早
其

全

部
か

徹
回
す

る

も
差

支

な

し
。

そ

れ

丈
に

又、

編
輯
に

干

與
ぜ

ら

れ

六

る

諸

君
の

努

力

に

封

し、

深

く

敬

意

な

表
し

置
か

ざ
ろ

可

か

ら

す
。

而

し
て

東

京

昆

蟲

學
會
雜

誌

發
刋

計

衢
の・
小

頗

挫

な

來
ぜ

る

今

目、

此

誌

の

今

後
り

發
展

に

對

し
、

　

多

大
の

希

望

な

繋

ぐ

の

必

要
あ
る

な

感

ぜ

ざ
ろ

を

得

す
。

實
は、

東
京
方

雜
誌

發
行
の

暫
時
延

引

し

居
ろ

は
、

主

と

し
て

財

政

上
の

關

係
ら

し

き
が、

失

禝
な

が

ら
此

雜

誌

も、

現

在
の

會
員

と、

現

在
の

定

價
に

て

に、

と

て

も

引

合
ふ

も

の

と

は

思

口
れ

す
。

其
經
済
上

の

補
填

は．

想

像

マ

る

に、

經
營
者
諸
君
の

肩
に

落
ち

居
る

票

な

ら
ん

が
、

第
一

等
國

葎
以

て

臼

負
し

屠
る

邦
り
、

二

つ

と

も
な

き

昆

蟲
專
問

雜
誌

が
、

　
獨

立

維
持

す
る

丈
の

會
員
な

得
で’
と

い

ふ

恨

情
な

き

次

第、

其
點
に

於

て
、

此

雜

誌
に

は

關

係
な

き

予

輩
と

雖
、

昆

蟲
同

好

者
諸

氏
の
、

　一

層
有

力・
有

効

な
ろ

後
援
を

希
望

し

置
か

ざ
る

可

か

ら

す
。

〔

菊
列

九

十

六

頁
コ

圓
版
一

枚

附
o

論

設
五

篇、

雜
録
二

篇
。

定
價
二

十

銭．

五

月、

京
都
愛
h41

郡

一

乘

寺、

野
卆

安

藝
雄

方
、

日

本

昆

蟲
學
會
發
行

。

）

　
　
　
　
　
（

永

澤
六

郎
）

●
『

水

産
學
會
報
』

第
一

號

　
『

襄
』

夢
い

へ

ば
、

其

内

容

は、

兎
角
に

廣
告

的
の

丈

字
の

み

多

く、

華
の

み

あ

り

て

實
の

少

き

も
の

に
．

我
も

人

も

早

合
點

マ

る

樣
に

慣
れ

來

れ

り
。

其
『

倉
報
』

に

此

誌
の

如
く

、

内

容
の

充

實
ぜ

る

も
の

あ

り

と

に
、

誰

人

も

意
外
と

す

る

所
な

る
。

へ

し
。

い

轄

ど

此

難
誌

に、

善

き

方
の

意

妹

に

於

て

名
實
和

偉

は

す
、

両
も

其
背
馳
寸
る

程

度
の

大

な
る

程
、

斯
學
の

進

歩
に

貢
献
す

る

事

に
大

な
ろ

。
へ

し
。

執
筆
者

破
マ
。

へ

て

會
の

紐
織
者
れ

る

駒
塲
の

水

産

科

關

係

者

に

し

て
、

内

律

か

い

へ

ば
、

論

説
三

、

箒

話
一

、

抄
録
五

、

雜
報
六、
討

料

は・

素
人
相

手
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